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昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
受
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（
質
問
の 

一
四
）

答

弁

第

一

四

号 

 

内
閣
衆
甲
第
一
号 

昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日 

 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
国
鉄
靑
梅
線
等
の
昭
和
二
十
五
年
度
改
善
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答 

弁
書
を
送
付
す
る
。 



四 

当
該
線
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
第
三
点
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点 

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
線
が
特
に
サ
ー
ビ
ス
が
劣
つ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
国
鉄
と
し
て
は
他
の
鉄
道
線 

と
も
綜
合
的
に
考
え
、
全
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
手
控
え
て
拂
下
げ
の
声
を
起
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
か
る 

三 

昭
和
二
十
五
年
度
に
お
け
る
各
線
の
具
体
的
改
善
案
は
別
紙
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

一 

拂
下
げ
問
題
が
む
し
返
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
関
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

二 

政
府
が
法
案
を
提
出
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
第
五
回
国
会
に
お
い
て
審
議
未
了
と
な
つ
た
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
法
案
に
つ
い
て
は
、
研
究
は
す 

す
め
て
お
り
ま
す
。 

弁
書 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
国
鉄
靑
梅
線
等
昭
和
二
十
五
年
度
改
善
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

三 

 



         

こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 



一 

施
設
関
係 

別
紙 靑 

梅 

線 
 

東
中
神
駅
本
屋
移
転
新
築 

青 

梅 

線 
 

氷
川
、
水
根
間
請
願
線
敷
設
計
画
（
小
河
内
ダ
ム
建
設
） 

南 

武 

線 
 

府
中
本
町
ホ
ー
ム
移
転
改
築 

南 

武 

線 
 

川
崎
新
町
駅
行
違
設
備 

南 

武 

線 
 

新
鶴
見
操
車
場
、
濱
川
崎
間
線
路
強
化 

又
電
力
増
強
の
た
め
変
電
所
の
機
械
取
替
他
線
区
か
ら
の
電
力
増
配
を
行
つ
た
。
二
十
五
年
度
の
計
画
は
、
関
係
方
面 

と
の
折
衝
も
必
要
で
あ
つ
て
、
ま
だ
確
定
し
な
い
が
、
目
下
研
究
中
の
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

買
收
後
線
路
の
補
強
に
力
を
注
ぎ
レ
ー
ル
一
二
、
○
○
○
本
、
枕
木
一
四
〇
、
〇
〇
〇
本
、
砂
利
四
三
、
○
○
○
立
米
を

注
入
し
た
結
果
脱
線
な
ど
の
運
転
事
故
が
激
減
し
て
安
全
度
が
非
常
に
向
上
し
て
い
る
。 

五 

 



（
ロ
） 

靑
梅
線
に
お
い
て
は
、
靑
梅
、
拜
島
間
に
お
い
て
は
電
車
回
数
が
買
收
前
に
比
し
十
二
回
増
し
て
い
る
、
又
靑 

 

梅
―
東
京
間
直
通
電
車
を
二
十
四
年
六
月
か
ら
一
往
復
を
運
転
し
て
い
る
が
、
今
後
も
車
両
の
都
合
が
つ
け
ば
増
加
す 

（
イ
） 

南
武
線
で
は
現
在
国
鉄
電
車
事
情
に
余
裕
が
な
い
の
で
、
格
段
の
改
善
が
困
難
で
あ
る
が
、
将
来
電
車
増
備
の
曉 

は
編
成
單
位
、
回
数
も
増
加
し
た
い
。 

二 

輸
送
関
係 

五
日
市
線
電
気
関
係 

 

約
一
、
四
〇
〇
千
円 

靑
梅
線
電
気
関
係 

 

約
一
〇
、
○
○
○
千
円 

南
武
線
電
気
関
係 

 
約
一
一
、
四
〇
〇
千
円 

八
高
線
電
気
関
係 

 

約
五
、
○
○
○
千
円 

以
上
経
費
約
二
〇
、
○
○
○
千
円 

武
藏
小
杉
、
武
藏
溝
ノ
口
、
登

各
駅
の
社
線
と
の
連
絡
施
設
、
宿
河
原
駅
本
屋
新
築 

六 

 



 

七 

る
方
針
で
あ
る
。 

な
お
、
靑
梅
、
氷
川
間
の
電
車
運
転
増
加
に
つ
い
て
二
十
五
年
度
に
研
究
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

（
ハ
） 

五
日
市
線
は
現
在
九
往
復
を
運
転
し
て
い
て
、
回
数
に
お
い
て
は
買
收
前
は
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
を
運
転
し
た
の
で
、 

 

現
在
減
少
し
て
い
る
が
、
輸
送
力
は
決
し
て
劣
つ
て
い
な
い
。 

三 

要
す
る
に
会
社
時
代
に
は
設
備
費
な
ど
は
極
度
に
つ
め
て
表
面
の
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
買
收
後
は
、
設 

備
の
強
化
、
車
両
の
整
備
、
運
転
の
安
全
正
確
等
に
力
を
注
い
で
、
目
に
見
え
な
い
点
で
格
段
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
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